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４．施策・事業展開の見直し
４-１ 本市が目指すべき将来像
(1)  基本方針・基本目標
・

・

・

平成２９年３月以後の、市の現状や社会背景、公共交通を取り巻く課題、課題解決及び復興事業の進捗状
況を考慮しポイントを整理、事業展開及び期間の見直しを行った。
多賀城東部線及び多賀城西部線の利用者数は増加し収支率も改善傾向にあり、両路線が認知され市民の足
として定着しているが、新型コロナウイルス感染症拡大により公共交通全体の利用者数が減少している。
これらのことから、両路線の運行を維持しながら、下記基本方針に基づき計画を１年間延長する。

本市の公共交通を取り巻く課題（概要）

課題①まちづくりと交通との連携

課題②復興事業の進捗との整合

課題③安定的なバス事業経営

課題⑤高齢者の移動手段の確保

課題⑥わかりにくい利用環境

課題④鉄道への乗り継ぎ需要
への対応

経営
安定化

市民
ﾆｰｽﾞ

高齢化

わかり
にくさ

－多賀城市生活交通ネットワーク計画の基本方針－
多様な交通手段を用いた市民のサービス向上と持続可能な生活交通体系を構築する

・ 本計画では平成２９年３月の基本方針を踏襲しつつ、駅前開発、復興事業等まちづくり事業との連携
を図り、まちの将来像の実現に向けたまちづくりに寄与する。

・ さまざまな交通形態を活用し、更に上質な交通サービスの提供を図り、多様化する市民ニーズの変化に対
応し、自動車が無くとも暮らしていける地域の「足」としての公共交通の実現を目指す。

・ 多賀城東部線及び多賀城西部線を市内の主要箇所（市役所、病院等）へのアクセス及び市外へアク
セスする幹線軸（ＪＲ駅）に接続するサービスを提供する重要路線と位置付け、現路線を継続する。

・ 計画は社会情勢の変化や利用者ニーズの変化等を踏まえ、毎年見直しを行うこととする。

本計画の基本目標

基本目標１ 「まちづくり」と一体となって生活交通を再編する

基本目標２ 自立した持続可能な生活交通サービスを提供する

基本目標３ 鉄道駅を中心とした生活交通ネットワークを形成する

基本目標４ 誰でもわかりやすく・使いやすい利用環境づくりを実行する

基本目標５ 多様な主体と連携し生活交通ネットワークを維持する

課題が
複合化

まち
変化

課題⑦隣接市町との調整
広域
連携
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に
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４-２ 事業展開
(1)  取組内容
・       基本目標を達成するための取組内容は以下のとおり。

・

・

・

　　 ・
・

・
・

・
・

・

基本目標①︓「まちづくり」と一体となって生活交通を再編する
駅前再開発事業や復興関連事業等の完了及び地域の変化に対応して路線バスのルート・ダイヤの見直し・再
編を行う。
社会情勢の変化に合わせて戦略的にモニタリングを行い、市民ニーズを把握する。

取組1-1︓駅前再開発事業の完了、駅リニューアルに合わせた生活交通サービスの提供
・    市立図書館・多賀城駅を拠点とし、行動特性に対応した生活交通を再編する。

取組1-2︓復興関連事業の完了に合わせた生活交通サービスの再編

新規顧客、持続可能な運行に向けて運賃体系の継続的な見直し・検討を行う。
多賀城東部線については、定期券サービスの実施について検討する。

取組2-3︓財政負担軽減に向けたバス事業の改善
運賃収入外の事業スキームや、市立図書館、駅前商業施設とのタイアップ企画を検討する。

取組2-1︓前計画の事業継続による利用需要の維持・確保
既存利用者の維持・定着化を図る。
新規需要の掘り起こしを行うため、市民のニーズに合わせた運行形態の改善・見直しを行う。

取組2-2︓運賃体系の見直し検討/わかりやすい運賃システム

新たな産業拠点整備事業及び復興事業の進捗及び完了を見据えた交通需要の変化を把握し、ルート見直し
やダイヤ調整等を行う。

スケジュール
平成29年 平成30年 平成31年

過度に補助財源に頼らない運行体制を構築するため、事業改善を行う。
バス路線の定着化、新規顧客の開拓のため、継続的な運賃体系の見直し・改善や、バス情報の発信、商業
施設とのタイアップ企画の検討等を行う。

基本目標②︓自立した持続可能な生活交通サービスを提供する

【取組1-1】
駅前拠点化事業と連携した
生活交通サービスの提供

【取組1-2】
復興関連事業の進捗に合わせた

生活交通の再編

取組

多賀城市
隣接市町
バス事業者

実施主体

多賀城市
バス事業者

令和2〜5年

H29年 R4年R3年R2年H31年H30年 R5年
スケジュール

【取組2-1】
前計画の事業継続による
利用需要の維持・確保

【取組2-2】
運賃体系の見直し検討

/わかりやすい運賃システム

【取組2-3】
財政負担軽減に向けた

バス事業の改善

事業・プロジェクト 実施主体

多賀城市
バス事業者

多賀城市
バス事業者

多賀城市
駅前商店施設

バス事業者
検討

検討・実施

実施検討

実施 見直し
改善

Ｈ30
検討

見直し

見直し
改善

検討
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・

・

・

・
・

・

・
・
・

・

【取組４-2】
どこを走っているのか︖いつく
るのか︖がわかる情報提供

多賀城市
バス事業者

運転手の接遇対応の水準を底上げし、バスのサービス水準を向上させる。
取組４-2︓どこを走っているのか︖いつくるのか︖がわかる情報提供

バス停や車内、インターネット上でバス情報をスムーズに入手できるような対応を行う。

取組３-3︓多賀城駅とバス停間の案内誘導整備
多賀城駅からバス停までのアクセスが感覚的にわかるような案内整備を実施する。

事業・プロジェクト 実施主体 H29年 H30年 H31年 R2年 R3年 R4年 R5年
スケジュール

高齢者のお出かけ機会を提供し、免許返納者を生活交通の利用者と繋げるようにする。

多賀城市
バス事業者

多賀城市
駅前商店施設

バス事業者

【取組３-2】
多賀城駅のバス停の集約・統合、

情報提供の統一

【取組３-3】
多賀城駅とバス停間の

案内誘導整備

事業・プロジェクト
【取組４-1】
誰でもわかり、

利用しやすい環境づくり

実施主体

多賀城市
バス事業者

基本目標④︓誰でもわかりやすく・使いやすい利用環境づくりを行う

市内を運行するバスの時刻表・ルート等のデザインを統一し、誰もがわかりやすくバスを利用できるようにする。

車内での運転手による案内、バスマップの配布やバス情報の公開等により、バス情報を簡単に入手できるように
し、バスのサービス水準を向上させる。

取組４-1︓高齢者・妊婦・外国人等、誰でもわかり、利用しやすい環境づくり
高齢者や免許返納者向けの料金体系を検討する。
バスの時刻表・ルート等のデザインを統一し、バスのわかりやすさの向上を図る。

H29年 H30年 H31年 R2年 R3年 R4年 R5年
スケジュール

【取組３-1】
JRとの乗り継ぎ需要に対応した

バス運行ダイヤの品質向上

多賀城市
バス事業者

JRのダイヤに合わせてバスダイヤを組み、鉄道との接続性を向上させる。
取組３-2︓多賀城駅のバス停の集約・統合、情報提供の統一

多賀城駅前のバス停案内の統一を図り、利用者がバスに乗車する際に困惑することを防ぐ。

基本目標③︓鉄道駅を中心とした生活交通ネットワークを形成する
・    バスを鉄道駅まで移動するための手段・都市機能として、鉄道利用に即した運行を行う。
取組3-1︓JRとの乗り継ぎ需要に対応したバス運行ダイヤの品質向上

検討・実施

実施検
討

協
議

実
施

検討 実施

検討 実施

協
議

協
議

協
議

協
議

協
議

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
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・

・
・

・

・

取組5-1︓庁内関係部署及び隣接市町の担当者間調整
庁内の公共交通に関係する都市計画部門や高齢者の健康的な生活を維持するため保健福祉部門など
関連部署との協議・連携を図る。
七ヶ浜町等隣接市町の公共交通実務担当者レベルによる協議・連携を図る。
わかりやすいバスサービスの提供を目指し広域バスマップの作成やバスの時刻表・ルート等のデザインの統一
化等を実施する。

取組5-2︓交通事業者との連携や地域住民への継続的なニーズ把握
本計画を遂行し、地域公共交通の問題・課題を解消しバスサービスの向上を図るため、交通事業者との連
携を図る。

基本目標⑤︓多様な主体と連携し生活交通ネットワークを維持する
・ 基本目標①〜④を実現するため、広域的には隣接市町やバス事業者、狭域的には庁内の都市計画や福祉

部門、バス利用者や地域住民等、様々な主体との協議・連携を行い、バスサービスの向上を図る。

地域公共交通会議等を開催し、交通事業者やバス利用者、市民の意見・要望や情報を共有する機会を
設ける。

事業・プロジェクト

【取組5-1】
庁内関係部署及び

隣接市町の担当者間調整

【取組5-2】
交通事業者との連携や

地域住民への継続的なニーズ把
握

実施主体

多賀城市
隣接市町
バス事業者

多賀城市
市民

バス事業者

H29年 H30年 H31年 R2年 R3年 R4年 R5年
スケジュール

協議

実施
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年

度
の

準
備

期
間

H
28

.2
9年

度
の

効
果

検
証

運
行

改
善

・見
直

しの
重

点
実

施

ST
EP

1
ST

EP
2

ST
EP

3
時

期

方
針

実
施

内
容

次
年

度
以

降
の

事
業

の
検

討
・準

備
期

間

PO
IN

T④
誰

で
も

わ
か

りや
す

く・
使

い
や

す
い

利
用

環
境

づ
くり

PO
IN

T⑤
多

様
な

主
体

と連
携

した
生

活
交

通
ネ

ット
ワ

ー
クの

維
持

PO
IN

T②
自

立
した

持
続

可
能

な
生

活
交

通
サ

ー
ビス

の
提

供

PO
IN

T③
鉄

道
駅

を中
心

とし
た

生
活

交
通

ネ
ット

ワー
クの

形
成

PO
IN

T①
「ま

ち
づ

くり
」と

一
体

とな
った

生
活

交
通

の
再

編

【取
組

①
】

駅
前

再
開

発
事

業
・駅

リニ
ュー

ア
ル

等
に

合
わ

せ
た

生
活

交
通

サ
ー

ビス
の

提
供

（
市

立
図

書
館

等
へ

の
利

便
性

向
上

）

【取
組

②
】

復
興

関
連

事
業

の
進

捗
状

況
に

合
わ

せ
た

生
活

交
通

サ
ー

ビス
の

再
編

（
ル

ー
ト見

直
し・

ダイ
ヤ

調
整

）

【取
組

③
】

多
賀

城
駅

とバ
ス

停
間

の
案

内
誘

導
整

備

【取
組

②
】

多
賀

城
駅

の
バ

ス
停

の
集

約
・統

合
、情

報
提

供
の

統
一

【取
組

①
】

JR
との

乗
り継

ぎ
需

要
に

対
応

した
バ

ス
運

行
ダイ

ヤ
の

品
質

向
上

【取
組

③
】

財
政

負
担

軽
減

に
向

け
た

バ
ス

事
業

の
改

善
（

運
賃

収
入

外
の

事
業

ス
キ

ー
ム

検
討

・商
業

施
設

との
タイ

ア
ップ

企
画

）

【取
組

②
】

運
賃

体
系

の
見

直
し検

討
/わ

か
りや

す
い

運
賃

シ
ス

テ
ム

（
定

期
券

サ
ー

ビス
の

検
討

）

【取
組

①
】

前
計

画
の

事
業

継
続

に
よ

る
利

用
需

要
の

維
持

・確
保

（
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

運
行

形
態

の
改

善
・見

直
し）

【取
組

②
】

交
通

事
業

者
との

連
携

や
地

域
住

民
へ

の
継

続
的

な
ニ

ー
ズ

把
握

（
PD

CA
サ

イク
ル

に
基

づ
く改

善
）

【取
組

①
】

庁
内

関
係

部
署

及
び

隣
接

市
町

の
担

当
者

間
調

整
（

実
務

担
当

者
レ

ベ
ル

に
よ

る
協

議
・調

整
）

【取
組

②
】

どこ
を

走
って

い
る

の
か

︖
い

つ
くる

の
か

︖
が

わ
か

る
情

報
提

供
(バ

ス
マ

ップ
作

成
、車

内
の

運
行

情
報

提
供

)バ
ス

ナ
ビ→

完
了

【取
組

①
】

高
齢

者
・妊

婦
・外

国
人

等
、誰

で
も

わ
か

り、
利

用
しや

す
い

環
境

づ
くり

（
時

刻
表

等
の

デ
ザ

イン
の

統
一

化
、運

転
手

の
接

遇
対

応
の

改
善

）

ST
EP

4
ST

EP
5

令
和

4年
度

令
和

5年
度

前
年

度
事

業
の

見
直

し
次

年
度

の
準

備
期

間
計

画
期

間
に

お
け

る
生

活
交

通
ネ

ット
ワ

ー
クの

形
成

前
年

度
事

業
の

見
直

し
次

年
度

の
準

備
期

間
前

年
度

事
業

の
見

直
し

次
年

度
の

準
備

期
間

ST
EP

4
ST

EP
5

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

令
和

2年
度

平
成

31
年

度

H
30

検
証

検
討 検

討

検
討

検
討検
討

実
施

実
施

実
施

検
討

実
施

協
議

実
施検

討
・実

施

実
施

検
討

・実
施

Ｈ
30

検
討

Ｈ
31

検
討

R3
検

討
Ｈ

29
検

討

実
施

見
直

し

実
施

見
直

し改
善

H
31

検
証

R2
検

討

R2
検

証

実
施

検
討

実
施

検
討

実
施

検
討

実
施

検
討

実
施

検
討

R4
検

討
R5

検
討

R3
検

証
R4

検
証
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４
-３

 運
行

計
画

・

支
払

方
法

現
金

、I
Cカ

ー
ド（

su
ic

a、
ic

sc
a）

多
賀

城
東

部
線

及
び

多
賀

城
西

部
線

を
市

内
の

主
要

箇
所

（
市

役
所

、病
院

等
）

へ
の

ア
クセ

ス
及

び
市

外
へ

ア
クセ

ス
す

る
幹

線
軸

（
Ｊ

Ｒ
駅

）
に

接
続

す
る

サ
ー

ビス
を

提
供

す
る

重
要

路
線

と位
置

付
け

、現
路

線
を

継
続

す
る

。

運
行

ル
ー

ト
国

府
多

賀
城

駅
〜

汐
見

台
中

央
運

行
時

間
始

点
か

ら終
点

 3
1分

運
行

本
数

平
日

14
往

復
28

便
、休

日
5往

復
10

便

運
行

料
金

距
離

制
（

10
0円

〜
35

0円
）

大
人

︓
運

賃
表

の
とお

り
小

学
生

以
下

︓
半

額
（

10
円

未
満

の
端

数
は

切
り上

げ
）

6才
未

満
︓

条
件

に
よ

り無
賃

運
行

ル
ー

ト
多

賀
城

駅
か

ら市
内

西
部

を
循

環
（

北
周

り、
南

回
り）

運
行

時
間

始
点

か
ら終

点
43

〜
46

分
運

行
本

数
平

日
12

便
、休

日
7便

運
行

料
金

大
人

（
中

学
生

以
上

）
︓

20
0円

小
学

生
、障

害
者

手
帳

保
有

者
︓

10
0円

未
就

学
児

︓
大

人
1人

に
つ

き
3人

ま
で

無
料

支
払

方
法

現
金

、フ
リー

パ
ス

、回
数

券

内
容

１
か

月
間

の
り放

題
（

月
初

め
〜

月
末

）
20

0円
6枚

綴
り

値
段

5,
00

0円
1,

00
0円

販
売

場
所

多
賀

城
西

部
線

バ
ス

車
内

乗
車

券
概

要

フリ
ー

パ
ス

回
数

券

多
賀

城
東

部
線

運
行

計
画

多
賀

城
西

部
線

運
行

計
画

上
り

下
り

上
り

下
り

7
0

45
8

0、
45

40
0

40
9

50
35

50
10

40
45

45
11

50
20

50
12

35
35

13
30

14
50

25
50

15
50

45
45

16
50

30
50

17
40

18
0、

25
0

19
0、

30
50

20
55

15
21

35

時

多
賀

城
駅

前
平

日
休

日

多
賀

城
駅

前
時

刻
表

北
回

り
南

回
り

北
回

り
南

回
り

6
40

7
30

8
30

9
30

20
10

10
20

11
40

12
0

13
50

14
10

50
15

20
16

30
0

17
45

5
18

40
19

30
20多

賀
城

駅
前

時
刻

表

時

多
賀

城
駅

前
平

日
休

日

南
回

り

北
回

り

運
賃

表

（
平

成
29

年
3月

末
時

点
）

点
＝

（
平

成
29

年
3月

末
時

点
）

点
＝

-23-



４－４ 実施体制

・ 本計画を進めるにあたり、本市が目指す生活交通ネットワークの実現に向けて、「行政」、「市民」、「交通事業
者」、「関係機関」が連携し、一体となって取り組むとともに、それぞれが担う役割やそれらの進捗等を相互に確
認しながら、持続可能な交通体系の構築を目指す。

表 ４-２　主体と基本的な役割

交通事業者 ・
・

市内輸送機能を担い、市民の日常の足や来訪者の移動を確保する
ダイヤ調整など路線の利便性向上と交通情報や交通サービスの提供を行う

関係機関 ・
※

行政及び公共交通機関と連携した交通サービスの検討
関係機関︓病院、企業、商業施設、商店街、観光施設等

主体 基本的な役割

行政
・
・
・

計画全体の管理及び事業等の調整を行う
バス路線の維持・改善の取り組みやバス情報の提供を行う
隣接市町や市内部署間での連携を図る

市民 ・
・

交通サービスを利用することで、生活交通を支える
交通サービスを受けるだけではなく、ともに公共交通のあり方を考察する

図 ４-１　多賀城市の生活交通における連携体制

行政 市民

交通事業者 関係機関

隣接市町

多賀城市の
公共交通
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４－５ 推進・管理体制

・

４－６ 　ＰＤＣＡサイクルによる施策の推進
・

多賀城市公共交通会議

・多賀城市
・市民
・学識経験者
・交通事業者
・道路管理者　等

・ 市民のニーズ変化に合わせた地域公共交通の見直
し・改善や、持続可能な交通体系の構築に向けた施
策等を、継続的に協議できる「場」として位置づける。

関係市町関係課会議
・多賀城市
・近隣市町
・交通事業者

・

・

関係市町に跨る広域的な路線について、関係市町と
連携しながら、広域的なバスネットワークや交通結節
点のあり方を検討する。
関係市町関係課及び交通事業者の担当者を中心
とした情報共有・意見交換を行う。

本計画の円滑な進行及び進捗管理、客観的評価を行うにあたり、下表に示す推進・管理体制を整え、計画
を遂行する。

表 ４-３　推進・管理体制
推進・管理体制 構成員 役割

各業務の達成状況について継続的にモニタリングを行い、ＰＤＣＡサイクル（計画（Plan）・実行（Do）・
評価（Check）・改善（Action）の循環検討手法）の考え方に基づき、検証を行う。

図 ４-２　PDCAサイクルイメージ

交通事業者調整会議 ・多賀城市
・交通事業者

・
・

路線の再編計画や見直し計画を検討する。
利用促進メニューを検討する。

庁内検討会議 ・多賀城市各課

・

・

地域公共交通に関する関係課の密接な連携と情報
の共有化を図りながら必要な事項を検討する。
特に、公共交通の各種まちづくり施策への寄与という
視点を重視し、連携を図る。

各事業・プロジェクトの改善・見直し 

各事業・プロジェクトの効果検証 

Plan 
(計画) 

Do 
(実施) 

Check 
(検証・評価) 

Action 
(改善・見直し) 

バス利用実態調査・アンケート調査・ヒアリング調査・市民意見の募集 

多賀城市生活交通ネットワーク計画のフォローアップ 

計画の改善・見直しに対する有識者及び市民意見の募集 

計画の見直し 

P 

D 

C 

A 

各事業・プロジェクトの実施・事業展開 

事態調査・費用対効果 
事
業
ご
と
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル 

計
画
全
体
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル 

各事業の進捗管理・モニタリング 

各施策の詳細な実施計画 

多賀城市生活交通ネットワーク計画 
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